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本講演のゴール

DXの考え方を知識として伝えるのではなく、現場でのDX推進の実践へと“動かす”こと。

現場の担当者に「自分もやれる」感を持っていただきたい

自分ごとにしていただく

①共感 ②納得

変える必要性を理解していただく

③行動

明日からの一歩を明示する

「まずやってみる」「小さく試す」と思
える具体的アクション

現場の担当者の「小さく」「疾く」を引き出す
3

「これならできる」と思えるデータ・事例「うちもそうだ」と思える現場の課題例
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1. はじめに

8%

12%

24%
56%

よく使く いつも使う ほとんど使わない まったく使わない

Pendo，The 2019 Feature Adoption Report，
https://www.pendo.io/resources/the-2019-feature-adoption-report/

図 システムにおける機能の利用状況

開発した機能の約80%は使われていない
4
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1. はじめに

要望 要求 要件

・ニーズ
・アイデア

要望を取捨選択
し整理，構造化
したもの

要求を取捨選択
し開発対象とし
て合意したもの

開発対象
開発対象

図 要望，要求，要件の３段階

https://tracery.jp/articles/entry/requirements-definition-key-points

★ドメイン知識（ドメインちしき、英: Domain knowledge）
ドメイン知識または領域知識，業務知識は，はっきり限定された，ある専門分野に特化した分野の知識であり，一般知識またはドメイン独立の知
識と対比される．この用語は，例えばプログラミングの一般知識と共に製薬業界に関するドメイン知識を有するソフトウェアエンジニアについて
説明したりする目的で，より一般的な分野に関してしばしば用いられる．ドメイン知識を有する人物はしばしばその分野の専門家と見なされる

システム開発に関する
専門知識

大学業務（会計処理）
に関する専門知識

大学における
会計処理システム

要件定義にはシステム開発に関する専門知識に加えてドメイン知識も必要
5
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1. はじめに

経済産業省：“DXレポート2（中間取りまとめ）”，
https://www.meti.go.jp/press/2020/12/20201228004/20201228004-2.pdf

図 ウォーターフォール型開発 図 アジャイル型開発

アジャイルな開発体制を社内に構築し，市場の変化をとらえながら小規模な開発を繰り返す
6

https://www.meti.go.jp/press/2020/12/20201228004/20201228004-2.pdf
https://www.meti.go.jp/press/2020/12/20201228004/20201228004-2.pdf
https://www.meti.go.jp/press/2020/12/20201228004/20201228004-2.pdf
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1. はじめに
MVP（Minimum Viable Product：実用最小限製品）

ユーザが真に必要だと思う最低限の機能を有するプロダクトやサービス
仮説検証型アジャイル開発

MVPを特定したうえで，製品やサービスの開発に着手する開発手法

図 香川大学の仮説検証型アジャイル開発のプロセス

価値探索フェーズ アジャイル開発フェーズ

MVP
特定検証

仮説立案

評価

検証計画 MVP
検証レビュー

開発

振返り

開発計画

https://atmarkit.itmedia.co.jp/ait/articles/2010/29/news033.html
をベースに八重樫が作成

必要な機能はなにかを特定（要件定義）する
7

https://atmarkit.itmedia.co.jp/ait/articles/2010/29/news033.html
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2.  香川大学の内製開発体制

フュージョン開発を促す仕組みを自組織の中に構築（そのための人材育成の取り組みを同時に推進）
8

参考：AI戦略（人材育成関連）を改変
https://www8.cao.go.jp/cstp/siryo/haihui043/siryo1.pdf

該当レイヤごとの
人材育成（スキル涵養）の促進

プロ開発者と市民開発者の
協力関係の形成

情報部門（技術系）
パッケージなど情報技術全般を理解し,
それをシステム構築に活かすことができる

例：情報部，DX推進センター

市民開発者中級（大学事業部門職員）
ローコード・ノーコードツールを用いて業務課題が解決できる

例：DXラボ，デジタルONEアンバサダー（一部）

市民開発者初級（大学事業部門職員）
ローコード・ノーコードツールを用いて業務が効率化できる

例：デジタルONEアンバサダー

フュージョン開発

プロ開発者

IT
プロフェッショナル市民開発者

デジタルONE
アンバサダー

DXラボ

DX推進研究センター

エキスパート
（ITプロフェッショナル）

応用基礎
（プロ開発者）

リテラシー
（市民開発者）

フュージョン開発：ユーザ企業主導でアジャイル開発を推進するための体制

https://www8.cao.go.jp/cstp/siryo/haihui043/siryo1.pdf
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3.  香川大学DX推進研究センター「DXラボ」
➀業務UX調査

業務の抱える課題をユーザの視点で調査
②業務改善アイデアソン
業務を改善するアイデアを創出

③業務システム内製開発
業務システムを内製で開発

④業務データ分析
業務システムで得られたデータを分析

⑤システム開発/データ分析ハンズオン
業務システムを開発できるスキルを獲得

自分達で開発できそうだぞ！

上司や先輩が残ってると帰りにくい… 自分達が本当に欲しいシステム
開発ができる！

データに基づく大学経営！

縦割りで業務知識が分散している！

デザイン思
考

共創

BMI

デザイン思
考

共創

デザイン思
考

共創

データ
駆動

データ
駆動

BMI

デザイン思
考

共創

データ
駆動

BMI

香川大学のDX推進にむけた様々な取り組みを実施（取り組みのほとんどは学生が実施）
9

学生開発チーム
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3. 業務システム内製開発

Microsoft Power Platform
ローコード・ノーコードプラットフォーム
で様々なアプリケーションの開発を実現

図 業務システム内製開発プロジェクト

PoTフェーズ PoCフェーズ 実運用・評価
フェーズ

休学届受付
システム

TA勤務報告
集計システム

共同研究申請
受付システム

退学届受付
システム

プロジェクト立
ち上げ

発明届受付
システム

就職関係情報
受付システム

就職状況報告/
可視化システム

出張届申請・
出張報告

受付システム

行事届
申請システム

創発科学研究科
WEB出願
システム

プロジェクト
開発

外部研究資金
公募情報共有
システム

プロジェクト
検証

教員向け
休暇申請システム

通勤届
申請システム

住居届
申請システム

履修取り消し
システム

欠席届申請
システム

出退勤記録
システム

実証実験

オンライン選考用
個室BOX予約
システム

研究費問い合わせ
回答システム
チャットボット

技術相談受付
システム

SDGs
情報収集
システム

授業料免除
申請予約システム

運用開始

ワクチン
接種予約システム

単身赴任届
申請システム

クローズ

開発プロジェクトは100件超（2025年4月）
10
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4. 内製開発／データ分析ハンズオン

11

表 ハンズオン開催状況

これまで50回，2088人がハンズオンを受講
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5. デジタルONEアンバサダー

12

表 R4アンバサダー取り組み一覧（105件，一部抜粋）

表 R5アンバサダー取り組み一覧（74件，一部抜粋）

香川大学のデジタル戦略（デジタルONE戦略）に基づいて様々な活動をおこなう

表 R6アンバサダー取り組み一覧（53件，一部抜粋）



Copyright DX Research Center, Kagawa University

5. デジタルONEアンバサダー

13

図 デジタルONEアンバサダーが
開発したシステムの運用状況

●デジタルONEアンバサダーが開発したシステムの運用状況

現場の職員だからこそ本当に使われるシステムが開発できる
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5. デジタルONEアンバサダー
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新規開発だけでなく，データ活用，高度化，全学展開などより発展的な内容が増えてきた

2024年度デジタルONEアンバサダー成果発表会

新規開発
１ 派遣労働者受入申請システムの開発 人事企画課：寺南
２ 瀬戸内圏研究センター調査船予約・申請システムの開発 研究協力課：森岡

３ 建物大規模改修時に必要な情報収集のDX 医学部管理課：米満

４ 学生寮バーチャル見学システムの内製開発 学生生活支援課：川田
データ活用
５ Power BIによる授業データ分析 医学部学務課：寺坂

システムの高度化
６ 本部共用車運行日誌記録システムの内製開発 経理課：永井
７ 医学部自動車入構受付システム（学生）の開発 医学部管理課：小西、川田、西原、立石
８ ものづくり工房利用願Ver.２の開発～一括申請・承認化～ 林町地区統合事務センター学務課：福岡、西岡

システムの全学展開
9 KadaMikkeの全学展開 企画総務部：成重
10 変形労働制対応六附属勤怠アプリの開発 高松市立香東中学校：吉田
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5. デジタルONEアンバサダー

15

運転者による作成・報告，経理課による管理に多くの業務工数負担がかかっている

本部共用車運行日誌記録システムの内製開発

〇課題
・本部共用車は８台あり、その運行日誌は年間約1,500枚

・１枚毎に4人が決裁をおこなっている

運転者

報告(手書き)

経理課担当者

受付(確認)

経理課長

決裁(押印)

〇現状
法律で作成が義務づけ

共用車を使用する度に、使用者は運転状況や日常点検結果等を運行日誌に記入している

※2024年度デジタルONEアンバサダー成果報告会のスライドから抜粋
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5. デジタルONEアンバサダー

16

導入後1083件の登録（2025年5月20日時点）

〇実際に利用している様子

本部共用車運行日誌記録システムの内製開発

運行日誌入力用
QRコード

異常報告通知メール

運行日誌入力フォーム

〇システム

※2024年度デジタルONEアンバサダー成果報告会のスライドから抜粋
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5. デジタルONEアンバサダー

17

簡単に問い合わせ対応でき，現地に行かずとも寮の雰囲気を把握できアンマッチを防ぐ方法は？

学生寮バーチャル見学システムの内製開発

課題
・入寮に関する問い合わせ対応
△ 入学時期が近づくと入寮に関する問い合わせや見学の希望が増え、多くの時間を取られ

ることがある。
・寮見学の対応
△ 入寮希望者は遠隔地に住んでいることが多く、寮見学のために費やす時間や金銭面での

負担が大きい。
△ 寮担当は現地での対応が必要がある。

問い
・簡単に問い合わせへの対応ができる方法がないか。
・現地に行かなくても寮の雰囲気を把握でき、かつ入寮後のイメージのアンマッチを起こさな
いようにできないか。

※2024年度デジタルONEアンバサダー成果報告会のスライドから抜粋
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5. デジタルONEアンバサダー
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現地に行かずとも寮の雰囲気を把握できる

学生寮バーチャル見学システムの内製開発

SharePoint サイト ・・・寮案内サイトの作成

SharePoint スペース ・・・360°ツアーページの作成

図1 寮案内サイト（SharePointサイト）

図2 バーチャル空間（SharePoint スペース）

図3 360°ツアー（SharePoint スペース）

システム

※2024年度デジタルONEアンバサダー成果報告会のスライドから抜粋
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5. デジタルONEアンバサダー
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2024年度は8道県11家族（保護者・学生）が利用し，負担軽減効果は往復74時間，1,295,340円

学生寮バーチャル見学システムの内製開発

図3 学生寮バーチャル見学案内の様子

①寮見学申請

見学希望者

②日程調整

担当者希望者

③バーチャル見学

担当者希望者

《学生寮バーチャル見学案内の流れ》
① 入寮希望者が基本情報・希望日時等をHPからForms申請。
② 寮担当者が希望者と日程調整、決定後Teams会議URLを送付。
③ 当日、SharePointサイトを画面共有しながら寮案内。

運用上の課題
SharePointサイトがセキュリティ設定上Web公開できない → Teams会議で担当者がサイトの画面共有し案内する方式を考案

※2024年度デジタルONEアンバサダー成果報告会のスライドから抜粋
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5. デジタルONEアンバサダー
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香川大学調査船の予約・申請に係る運行許可体制や予約運行状況の把握に課題があった

瀬戸内圏研究センター調査船予約・申請システムの内製開発

※2024年度デジタルONEアンバサダー成果報告会のスライドから抜粋

①電話や対面で船長へ申込
②船長の手持ちのカレンダーで調整・管理
③船長から電話で予約確定、変更等を連絡

小型船舶を使用する旅客輸送における規制強化→運航許可体制の整備
船長以外は予約運航状況がリアルタイムで把握できない。



Copyright DX Research Center, Kagawa University

5. デジタルONEアンバサダー
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船は気象や海象の影響を受けて運行できないことが多々あるので第３希望まで取れるようにしたい（船長さん）

瀬戸内圏研究センター調査船予約・申請システムの内製開発

※2024年度デジタルONEアンバサダー成果報告会のスライドから抜粋
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6. Kadai DXソリューションカタログサイト

22

開発したシステムをダウンロードできるカタログサイトを開設

図 ソリューションカタログサイト

図 欠席届申請システム

https://dx-labo.kagawa-u.ac.jp/
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7. 電子教科書（業務システム内製開発 入門編）

23

応用編もまもなく発売されます
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8. おわりに
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 学内でアジャイル開発が実施できる体制を整備

 仮説検証型アジャイル開発で,最低限の機能を有するMVP（Minimum Viable Product）を,
ローコード・ノーコードプラットフォームを用いて内製開発

 情報部門だけでなく，事業部門の職員にもDXに関する取り組みを実施してもらう仕組み（ハン
ズオン，アンバサダー）などを構築

● 「デジタルONEアンバサダー」によるドメイン知識があるからこそ開発できるシステム

● 自らシステムを開発し，実際に動くシステムを操作する体験は，
現場の担当者が「自分ができること」に気づく機会になっている

ご意見や質問，感想などありましたら以下までご連絡ください
kometani.yusuke@kagawa-u.ac.jp

身の回りで面倒くさいと思うことを1つ選び，その問題がハンズオンやソリューションカタログで取り上
げられているシステムを応用すれば解決できないかを考えてみていただきたい

香川大学DXラボ
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8. おわりに：この後の事例紹介について

情報部門と連携すれば，さらに高度なシステム開発も可能
25

参考：AI戦略（人材育成関連）を改変
https://www8.cao.go.jp/cstp/siryo/haihui043/siryo1.pdf

該当レイヤごとの
人材育成（スキル涵養）の促進

プロ開発者と市民開発者の
協力関係の形成

情報部門（技術系）
パッケージなど情報技術全般を理解し,
それをシステム構築に活かすことができる

例：情報部，DX推進センター

市民開発者中級（大学事業部門職員）
ローコード・ノーコードツールを用いて業務課題が解決できる

例：DXラボ，デジタルONEアンバサダー（一部）

市民開発者初級（大学事業部門職員）
ローコード・ノーコードツールを用いて業務が効率化できる

例：デジタルONEアンバサダー

フュージョン開発

プロ開発者

IT
プロフェッショナル市民開発者

デジタルONE
アンバサダー

DXラボ

DX推進研究センター

エキスパート
（ITプロフェッショナル）

応用基礎
（プロ開発者）

リテラシー
（市民開発者）

フュージョン開発：ユーザ企業主導でアジャイル開発を推進するための体制

https://www8.cao.go.jp/cstp/siryo/haihui043/siryo1.pdf
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